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特
集
　
『生
徒
指
導
提
要
』
改
訂
版
を
教
育
相
談
で
活
用
す
る

　
『
生
徒
指
導
提
要
』
改
訂
版
（
以
下
、
改
訂

版
）
の
た
め
の
「
生
徒
指
導
提
要
の
改
訂
に
関

す
る
協
力
者
会
議
」
の
座
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
協
力
者
会
議
の
先
生
方
や
文

部
科
学
省
の
担
当
の
方
々
と
議
論
を
重
ね
、
よ

う
や
く
改
訂
版
発
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
訂
版
は
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
生
徒

指
導
の
研
究
者
や
、
学
校
現
場
で
実
践
し
て
き

た
先
生
方
の
叡
智
が
結
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。

生
徒
指
導
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
前
半
で
、
座
長
と
し
て
改
訂
版

の
作
成
に
込
め
た
思
い
を
自
分
史
を
紹
介
し
な

が
ら
述
べ
、
後
半
で
、
改
訂
版
と
旧
版
と
を
比

較
し
な
が
ら
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
小
学
校
三
年
生
に
な
っ
た
と
た
ん
に
、

複
数
の
児
童
か
ら
暴
力
的
な
い
じ
め
を
受
け
、

命
を
守
る
た
め
に
不
登
校
を
選
択
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
期
に
、
父
親
が
難
病
に
倒
れ
、
そ

の
後
き
ょ
う
だ
い
四
人
で
看
病
を
し
な
が
ら
、

奨
学
金
で
高
校
か
ら
大
学
院
ま
で
過
ご
し
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
長
年
過
ご

し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
生
活
経
験
か
ら
、
自
分
と
同
じ

よ
う
な
境
遇
の
子
ど
も
や
、
も
っ
と
苦
境
に
立

っ
て
い
る
子
ど
も
を
助
け
た
い
と
思
っ
て
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
救
済
の
近
道
は
、
教
職
員
、

保
護
者
、
地
域
住
民
お
よ
び
関
係
機
関
の
方
々

の
生
徒
指
導
へ
の
理
解
の
深
ま
り
し
か
な
い
と

思
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
具
体
的
方
法
の
模
索

が
、
私
自
身
の
生
徒
指
導
研
究
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
今
回
の
改
訂
版
の
作
成
に
か
け
る
意
気

込
み
と
な
り
ま
し
た
。
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貧
し
い
私
が
身
を
起
こ
す
た
め
に
は
、
学
問

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
四
二
年
前
は
、
国

立
大
学
の
大
学
院
進
学
も
難
し
く
、
博
士
課
程

か
ら
す
ぐ
に
大
学
教
員
に
な
れ
る
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
状
況
下
で
、
私
は
当
時
、
学
問
と
し
て

認
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
生
徒
指
導
を
研
究
テ

ー
マ
に
し
ま
し
た
。
わ
ず
か
に
先
達
は
い
た
も

の
の
、
私
の
思
う
生
徒
指
導
と
は
異
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

生
徒
指
導
研
究
の
開
眼
の
契
機
は
、
ア
メ
リ

カ
へ
の
国
費
留
学
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
源
流
と
な
る
ガ
イ
ダ
ン

ス
・
ア
ン
ド
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
び
、
帰

国
後
、
新
た
な
生
徒
指
導
研
究
を
推
し
進
め
ま

し
た
。

　

ま
だ
生
徒
指
導
学
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
教

育
心
理
、
学
校
心
理
、
教
育
相
談
、
進
路
指
導

な
ど
の
諸
学
会
で
、
発
表
を
繰
り
返
し
、
論
文

や
本
を
書
き
ま
く
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
文
部

科
学
省
で
の
仕
事
も
徐
々
に
増
え
、
生
徒
指
導
、

教
育
相
談
、
非
行
問
題
な
ど
の
研
究
協
力
者
を

多
数
経
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
視
学
委
員
も
し

ま
し
た
。

　

今
も
っ
て
、
孤
高
の
名
も
な
き
大
学
教
員
で

す
が
、
生
徒
指
導
研
究
に
関
し
て
は
、
初
心
を

忘
れ
ず
に
、
不
断
の
努
力
は
怠
っ
て
い
な
い
つ

も
り
で
す
。

　

私
は
、
二
〇
代
半
ば
か
ら
、
主
に
理
系
の
研

究
者
が
使
用
す
るLaT

eX

（
ラ
テ
フ
ま
た
は
ラ

テ
ッ
ク
）
と
い
う
国
際
的
な
科
学
論
文
作
成
ソ

フ
ト
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
使
え
ば
、

見
栄
え
も
機
能
性
も
高
い
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト

を
、
自
前
で
で
き
る
と
い
う
確
信
を
も
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
改
訂
版
は
、
デ
ジ
タ
ル
テ

キ
ス
ト
で
作
成
さ
せ
て
ほ
し
い
と
文
部
科
学
省

に
提
案
し
ま
し
た
。

　

余
談
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
作
成
は

茨
の
道
で
し
た
。
ゼ
ロ
か
ら
デ
ザ
イ
ン
を
構
築

し
、
ワ
ー
ド
文
書
を
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス

ト
化
し
、
文
書
内
の
リ
ン
ク
や
外
部
の
リ
ン
ク

を
埋
め
込
む
作
業
は
、
正
直
命
が
け
で
し
た
。

約
四
千
時
間
を
か
け
て
、
独
り
で
不
眠
不
休
状

態
で
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
化
し
ま
し
た
（
ち
な

み
に
謝
金
は
な
し
で
す
）。

　
『
生
徒
指
導
提
要
』
改
訂
版
の
周
知
・
普
及
に

は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
し
か
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

　

次
に
、
改
訂
版
と
旧
『
生
徒
指
導
提
要
』（
以

下
、
旧
版
）
と
の
顕
著
な
違
い
に
つ
い
て
、
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
先
に
触
れ

た
と
お
り
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
見
た
目
と
機
能
性
が
大
き
く
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
全
体
の
文
字
数
も
ず
い
ぶ
ん
と

増
え
て
い
ま
す
。

　

改
訂
版
で
は
、
旧
版
の
よ
う
に
「
生
徒
指
導

の
意
義
」
と
い
う
よ
う
に
ぼ
か
さ
ず
に
、「
生
徒

指
導
の
定
義
」
を
次
の
よ
う
に
明
示
し
て
い
ま

す
。
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ま
た
「
生
徒
指
導
の
目
的
」
と
し
て
は
次
の

よ
う
に
明
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
定
義
と
目
的
か
ら
、
生
徒
指
導
の
主
役

は
子
ど
も
で
あ
り
、
教
職
員
は
彼
ら
の
成
長
・

発
達
を
支
持
す
る
、
つ
ま
り
、
サ
ポ
ー
ト
す
る

専
門
的
な
ヘ
ル
パ
ー
だ
と
言
え
ま
す
。
生
徒
指

導
は
、
ま
さ
に
人
間
教
育
で
あ
り
、
総
合
的
な

個
別
発
達
支
援
だ
と
言
え
る
の
で
す
。

　

改
訂
版
で
は
、
生
徒
指
導
を
、
時
間
性
・
課

題
性
・
対
象
性
か
ら
、「
２
軸
３
類
４
層
構
造
」

と
い
う
重
層
的
支
援
構
造
で
示
し
て
い

ま
す
（
図
）。

　

改
訂
版
で
重
視
し
て
い
る
の
は
、
す

べ
て
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
「
発
達

支
持
的
生
徒
指
導
」
と
、「
課
題
予
防
的

生
徒
指
導
」
の
中
の
「
課
題
未
然
防
止

教
育
」
で
す
。
別
な
表
現
を
す
る
と
、

「
育
て
る
」
生
徒
指
導
・
教
育
相
談
で
あ

り
、
子
ど
も
の
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
実
現

を
見
据
え
た
先
手
型
・
予
防
型
の
「
プ

ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
」
生
徒
指
導
の
充
実
で

す
。

　

日
頃
の
授
業
や
体
験
活
動
な
ど
を
通

し
て
の
、
子
ど
も
自
身
の
自
己
存
在
感

の
感
得
や
共
感
的
人
間
関
係
づ
く
り
は
、

言
語
表
現
や
人
間
関
係
に
起
因
す
る
い

じ
め
の
防
止
や
不
登
校
に
も
効
果
的
で

す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
人
間
関
係
能
力
と
い
っ
た
社
会
的
ス

キ
ル
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
（
ア
メ

リ
カ
で
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

ま
た
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
呼
称
）
や
、
い
じ
め
防
止
教
育
、
非
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行
防
止
教
室
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
、
自
殺

防
止
教
育
な
ど
の
課
題
未
然
防
止
教
育
を
計
画

的
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
重
層
的
支
援
構
造

の
基
盤
に
は
、
総
合
的
子
ど
も
理
解
と
学
級
・

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
経
営
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

ま
ず
、
生
徒
指
導
が
個
別
最
適
化
さ
れ
る
た

め
に
は
、
子
ど
も
の
学
習
面
、
心
理
・
社
会
面
、

進
路
面
、
健
康
面
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
を
取
り

巻
く
学
級
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
学
年
、
学
校
環

境
、
家
庭
環
境
、
地
域
環
境
な
ど
、
個
と
集
団

か
ら
の
総
合
的
な
子
ど
も
理
解
が
必
要
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
総
合
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が

す
べ
て
の
生
徒
指
導
の

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、『
学
習
指
導
要
領
』
の
「
総
則
」
で
新

た
に
加
え
ら
れ
た
「
児
童
（
生
徒
）
の
発
達
の

支
援
」
の
節
に
お
い
て
、「
学
級
（
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
）
経
営
の
充
実
」
が
明
記
さ
れ
、
支
持
的
・

信
頼
的
・
規
範
的
な
学
級
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
集

団
の
形
成
も

と
な
り
ま
す
。

　

旧
版
の
刊
行
（
平
成
二
二
年
）
以
降
、「
い
じ

め
防
止
対
策
推
進
法
」「
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」「
義
務
教
育

の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育

の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」「
教
育
職
員

等
に
よ
る
児
童
生
徒
性
暴
力
等
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
」
な
ど
が
公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
旧
版
は
ど
う
し
て
も
実
用
か
ら
遠

く
な
り
ま
し
た
。

　

改
訂
版
で
は
、
生
徒
指
導
関
連
法
規
を
提
示

し
て
、
教
職
員
の
法
知
識
、
す
な
わ
ち
、
リ
ー

ガ
ル
・
ナ
レ
ッ
ジ
の
定
着
と
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
徹
底
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ら
の
法
律
や
通
知
等
に
リ
ン
ク
を

張
り
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
簡
単
に
参
照
で

き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
生
徒
指
導
で
は
、
生
徒
指
導
主
事
と

教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
協
働
し
て
、

総
合
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
基
づ
く
、
図
に
示

し
た
よ
う
な
２
軸
３
類
４
層
の
生
徒
指
導
を
組

織
的
・
計
画
的
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

　

い
じ
め
を
例
に
す
る
と
、「
い
じ
め
重
大
事
態

ゼ
ロ
」「
い
じ
め
自
死
ゼ
ロ
」
を
掲
げ
、
い
じ
め

が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
を
検
討
し
ま
す
。
人
を
侮
蔑
し
、
傷
つ
け

る
言
葉
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
相
手
の
話
を
傾

聴
す
る
態
度
や
励
ま
す
言
葉
の
学
習
を
、
国
語

科
、
道
徳
科
、
特
別
活
動
で
行
い
ま
す
。
あ
る

い
は
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
や
自
校
の
学

校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
学
習
す
る
な
ど
、

発
達
支
持
的
生
徒
指
導
の
充
実
が
今
後
の
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
学
校
や
働
き
方
改
革
の
中
で
、『
生
徒

指
導
提
要
』
改
訂
版
を
共
通
知
識
と
し
て
、
保

護
者
や
地
域
住
民
、
関
係
機
関
の
方
々
の
学
校

運
営
へ
の
参
画
や
協
力
は
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
地
域
社
会
総
が
か
り
の
生
徒

指
導
体
制
づ
く
り
も
今
後
の
大
き
な
課
題
だ
と

思
い
ま
す
。
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特集1
いじめ重大事態で求められる対応、
その理想と現実と限界

ポイント

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
の
背
景

重
大
事
態
に
つ
い
て
は
、「
２
０
２
３
年
度

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
等
生
徒
指
導

上
の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
結
果
」（
以
下
、

生
徒
指
導
調
査
と
略
）
に
よ
る
と
、
過
去
最
多

の
１
、３
０
６
件
で
し
た
。
こ
の
数
値
は
、
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
施
行
時
（
２
０
１
３

年
）
と
比
較
す
る
と
約
７
倍
、
コ
ロ
ナ
以
降
の

２
０
２
１
年
と
比
較
す
る
と
約
２
倍
弱
と
な
っ

て
い
ま
す
。い
じ
め
問
題
に
よ
る
自
死
人
数
は
、

７
人
と
憂
慮
す
べ
き
状
況
で
す
。

他
方
、法
施
行
か
ら
12
年
が
経
過
し
ま
す
が
、

重
大
事
態
に
関
連
し
た
事
案
で
は
初
動
ミ
ス
が

指
摘
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
２
０
２
３
年
４

月
に
、
国
立
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
で
、

重
大
事
態
報
告
を
１
年
以
上
怠
っ
た
と
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
６
月
に
別
の
国
立
大
学

附
属
小
学
校
で
、
い
じ
め
重
大
事
態
が
発
生
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
担
任
と
管
理
職
の

情
報
共
有
が
う
ま
く
い
っ
て
お
ら
ず
組
織
的
対

応
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

結
果
的
に
、
い
じ
め
被
害
児
童
は
転
校
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
、
文
部
科
学
省
は
、

７
月
に
「
い
じ
め
重
大
事
態
調
査
の
基
本
的
な

対
応
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
、
全
国
の
学
校
に

通
知
す
る
と
と
も
に
公
開
し
ま
し
た
。

両
事
案
と
も
、「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」

（
２
０
１
３
年
）、「
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め

の
基
本
的
な
方
針
」（
最
終
改
定
・
２
０
１
７

年
）、「
い
じ
め
の
重
大
事
態
の
調
査
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
２
０
１
７
年
、
以
下
、
旧

版
と
略
）、「
不
登
校
重
大
事
態
に
係
る
調
査
の

指
針
」（
２
０
１
６
年
、
以
下
、
不
登
校
調
査

指
針
と
略
）
に
関
す
る
知
識
不
足
に
起
因
し
て

い
ま
す
。
学
校
や
大
学
が
、
い
じ
め
関
連
の
法

律
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
い

じ
め
被
害
児
童
は
転
校
せ
ず
に
す
ん
だ
可
能
性

は
高
い
で
す
。

２
０
２
４
年
９
月
に
、
旭
川
市
で
起
き
た
女

子
中
学
生
の
い
じ
め
重
大
事
態
に
関
す
る
再
調

重
大
事
態
調
査
で
は
、
平
時
の
構
え
と

迅
速
か
つ
円
滑
な
ス
タ
ー
ト
が
、
成
否
に

影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
重
大
事
態

調
査
の
意
味
・
目
的
、
調
査
組
織
、
関
係

す
る
児
童
生
徒
・
保
護
者
と
の
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
に
焦
点
を
当
て

て
説
明
し
ま
す
。

東京理科大学教授／
日本生徒指導学会会長

八並光俊
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特集1　いじめ重大事態で求められる対応、その理想と現実と限界

査
委
員
会
の
報
告
書
が
公
表
さ
れ
、
大
き
な
話

題
と
な
り
ま
し
た
。
同
報
告
書
で
は
、
学
校
や

市
教
育
委
員
会
の
い
じ
め
の
認
知
を
問
題
視
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
旭
川
市
い
じ
め
防
止
等
対

策
委
員
会
が
２
０
２
２
年
９
月
に
公
表
し
た
調

査
報
告
書
で
は
、
学
校
や
市
教
育
委
員
会
の
法

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
知
識
不
足
を
指
摘
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
児
童
生
徒
の
人

権
、
生
命
、
未
来
を
守
る
意
味
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
重
大
事
態
調
査
の
実
態
分
析
を
文
部
科
学

省
で
行
い
、
同
省
の
い
じ
め
防
止
対
策
協
議
会

で
議
論
を
重
ね
、
な
お
か
つ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
意
見
を
参
考
に
改
訂
（
以
下
、
改
訂

版
と
略
）
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
訂
版
の
形
式
面
と
内
容
面
の
特
色

⑴　

形
式
面
の
特
色

形
式
面
で
の
特
色
と
し
て
は
、
以
下
の
三
点

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
合
冊
と
理
解
促
進
の
工
夫

改
訂
版（
12
章
・
総
頁
数
67
頁
）で
は
、旧
版

（
10
項
目
・
総
頁
数
18
頁
）
と
不
登
校
調
査
指

針
（
３
項
目
・
総
頁
数
14
頁
）
の
内
容
を
含
め

て
、
再
編
集
と
補
足
を
行
っ
て
い
ま
す
。
分
量

は
倍
加
し
て
い
ま
す
が
、
理
解
を
容
易
に
す
る

た
め
に
、
各
章
の
冒
頭
で
ポ
イ
ン
ト
や
法
・
基

本
方
針
の
関
連
す
る
規
定
を
示
し
て
い
ま
す
。

②
文
末
表
現
に
よ
る
誤
読
防
止

読
者
の
誤
解
を
最
小
化
す
る
た
め
の
文
末
表

現
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。「
は
じ
め
に
」
に
あ

る
よ
う
に
、
実
施
義
務
事
項
は
「
〜
す
る
も
の

と
す
る
」「
〜
が
必
要
で
あ
る
」、
努
力
義
務
事

項
は「
〜
が
望
ま
し
い
」、方
策
例
示
事
項
は「
〜

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
表
記
さ
れ
て
い

る
の
で
、
文
末
表
現
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
頻
出
用
語
の
定
義

改
訂
版
の
頻
出
用
語
の
定
義
は
、
読
み
始
め

段
階
で
理
解
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。と
く
に
、

旧
版
で
は
い
じ
め
被
害
児
童
生
徒
・
加
害
児
童

生
徒
と
い
う
表
記
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改

訂
版
で
は
前
者
は
対
象
児
童
生
徒
、
後
者
は
関

係
児
童
生
徒
と
い
う
表
記
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵　

内
容
面
の
特
色

内
容
面
で
の
特
色
と
し
て
は
、
旧
版
に
な
か

っ
た
以
下
の
２
章
が
重
要
で
す
。
括
弧
内
の
頁

数
は
、改
訂
版
で
の
記
載
頁
を
示
し
て
い
ま
す
。

①
第
１
章
「
重
大
事
態
調
査
の
概
要
及
び
調
査

の
目
的
」

重
大
事
態
に
つ
い
て
は
、
法
28
条
で
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、「
疑
い
」
段
階
か
ら
動
き
出

す
こ
と
の
重
要
性
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
不
登
校
重
大
事
態
で
、
欠
席
が
30
日

に
達
す
る
ま
で
は
重
大
事
態
と
し
て
動
か
な

い
、
あ
る
い
は
、
教
育
委
員
会
等
に
報
告
・
相

談
・
協
議
を
し
な
い
学
校
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
発

展
し
ま
す
。

本
調
査
は
、
い
じ
め
の
事
実
解
明
と
再
発
防

止
に
力
点
が
あ
り
、
民
事
・
刑
事
・
行
政
上
の

責
任
追
及
や
そ
の
他
の
争
訟
等
へ
の
対
応
を
直

接
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
公
立

学
校
に
お
け
る
重
大
事
態
調
査
の
一
般
的
流
れ

が
、
フ
ロ
ー
図
（
４
頁
）
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
の
で
、
理
解
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

②
第
２
章
「
い
じ
め
重
大
事
態
に
対
す
る
平
時

か
ら
の
備
え
」

重
大
事
態
調
査
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
が
、

重
大
事
態
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

重
大
事
態
を
深
刻
化
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
法

や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
拠
し
た
組
織
的
対
応
の

機
能
不
全
の
防
止
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
学
校
に

お
い
て
は
、『
生
徒
指
導
提
要
』（
第
４
章
「
い

じ
め
」・
第
10
章
「
不
登
校
」）
に
よ
る
自
己
学

習
や
校
内
研
修
の
実
施
と
、
年
度
当
初
の
学
校

21　教職研修 2025.2
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特集1
いじめ重大事態で求められる対応、
その理想と現実と限界

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
全
教
職
員
の
理
解
と

児
童
生
徒
お
よ
び
保
護
者
へ
の
周
知
が
最
も
重

要
で
す
（
６
頁
）。

ま
た
、
自
校
の
い
じ
め
防
止
組
織
が
、
い
じ

め
防
止
等
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
な
の
で
、

そ
の
役
割
や
対
応
フ
ロ
ー
、
対
応
記
録
や
会
議

の
開
催
な
ど
教
職
員
間
で
共
通
理
解
を
図
っ
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

設
置
者
に
お
い
て
も
、
指
導
主
事
、
大
学
当

局
や
学
校
法
人
の
基
礎
知
識
不
足
は
否
め
な
い

の
で
、
改
訂
版
や
『
生
徒
指
導
提
要
』
に
よ
る

法
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
理
解
は
必
須
で
す
。

所
轄
の
学
校
へ
の
助
言
・
指
導
の
際
は
、
弁
護

士
等
の
助
言
等
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
法
務
相

談
体
制
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
（
８
頁
）。

こ
の
ほ
か
、
第
三
者
委
員
会
の
設
置
を
念
頭

に
入
れ
る
と
、
教
育
・
法
律
・
心
理
・
医
療
・

福
祉
に
関
す
る
職
能
団
体
と
の
平
素
の
連
携
体

制
を
つ
く
っ
て
お
く
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

実
務
上
留
意
す
べ
き
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

重
大
事
態
調
査
の
実
務
を
迅
速
か
つ
円
滑
に

進
め
る
に
は
、学
校・設
置
者
の
調
査
の
か
ま
え

や
実
施
前
の
関
係
す
る
児
童
生
徒
と
保
護
者
と

の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
（
同
意
と
納

得
）
が
、最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、

留
意
す
べ
き
事
項
を
四
つ
取
り
上
げ
ま
す
。
改

訂
版
で
は
、第
１
章
〜
第
７
章
に
該
当
し
ま
す
。

⑴　

事
実
解
明
・
再
発
防
止
・
支
援
と
指
導
の

取
り
組
み

学
校
の
設
置
者
お
よ
び
学
校
の
基
本
的
姿
勢

で
は
、い
じ
め
の
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
、

事
実
解
明
に
真
摯
に
注
力
す
る
こ
と
と
、
再
発

防
止
を
確
実
に
実
践
で
き
る
よ
う
な
姿
勢
で
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
（
９
頁
）。

ま
た
、
調
査
と
並
行
し
て
、
対
象
児
童
生
徒

へ
の
心
の
ケ
ア
や
必
要
な
支
援
、
関
係
児
童
生

徒
に
対
す
る
指
導
お
よ
び
支
援
等
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
と
り
わ
け
、い
じ
め
を
犯
罪
行
為（
ネ

ッ
ト
で
の
誹
謗
中
傷
・
性
暴
力
・
高
額
の
金
銭

搾
取
等
）
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
場
合
は
、
躊

躇
せ
ず
に
所
轄
の
警
察
に
相
談
し
て
連
携
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
通
報
し
て
援
助
を
求
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
対
象
児
童
生
徒
・
保
護
者
が
重
大
事

態
調
査
を
望
ま
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
調
査

方
法
を
工
夫
す
る
な
ど
し
て
、
検
証
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
（
10
頁
）。

⑵　

児
童
生
徒
・
保
護
者
か
ら
の
申
立
て

教
職
員
が
い
じ
め
を
知
る
き
っ
か
け
は
、
前

述
の
生
徒
指
導
調
査
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
対

象
児
童
生
徒
本
人
や
そ
の
保
護
者
の
申
立
て
に

よ
る
場
合
が
多
い
で
す
。

「
い
じ
め
に
よ
り
重
大
な
被
害
が
生
じ
た
」
と

い
う
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
は
、
重
大
事
態
が

発
生
し
た
も
の
と
し
て
報
告
・
調
査
等
に
当
た

る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
14
頁
）。
そ
の
際
、
別

添
資
料
２
（
49
〜
50
頁
）
に
示
し
た
「
い
じ
め

重
大
事
態
に
係
る
申
立
様
式
」
を
活
用
し
て
、

教
職
員
が
不
知
の
事
実
を
把
握
し
、
保
護
者
と

の
意
思
疎
通
や
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

対
象
児
童
生
徒
が
、
転
学
・
退
学
・
卒
業
後

に
申
立
て
が
行
わ
れ
る
事
案
も
、
相
当
数
見
ら

れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
調
査
に
困
難
性
は
伴
い

ま
す
が
、
重
大
事
態
の
場
合
に
は
調
査
を
行
う

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
15
頁
）。

⑶　

発
生
報
告
と
調
査
組
織
の
編
成

公
立
学
校
で
重
大
事
態
が
発
生
し
た
際
は
、

教
育
委
員
会
経
由
で
地
方
公
共
団
体
の
長
に
重

大
事
態
が
発
生
し
た
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
（
16
頁
）。
発
生
報
告
先
は
、
設
置

者
ご
と
に
異
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

調
査
組
織
の
編
成
は
、
設
置
者
が
判
断
を
し

ま
す
。
設
置
者
主
体
（
教
育
委
員
会
等
方
式
・

教職研修 2025.2　22
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特集1　いじめ重大事態で求められる対応、その理想と現実と限界

第
三
者
委
員
会
方
式
）
か
、
学
校
主
体
（
学
校

い
じ
め
対
策
組
織
方
式・第
三
者
委
員
会
方
式
）

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

教
育
委
員
会
等
方
式
と
学
校
い
じ
め
対
策
組

織
方
式
に
お
い
て
は
、
公
正
・
中
立
性
を
確
保

す
る
た
め
に
、職
員
の
ほ
か
に
必
要
に
応
じ
て
、

弁
護
士
、医
師
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
Ｓ

Ｃ
）・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ

Ｓ
Ｗ
）
等
の
専
門
家
が
参
画
し
た
第
三
者
性
が

確
保
さ
れ
た
調
査
組
織
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
で
す
。
第
三
者
委
員
会
は
、
す
べ
て
の
調
査

委
員
が
第
三
者
で
構
成
さ
れ
た
組
織
で
す
（
21

頁
）。こ

こ
で
の
「
専
門
家
」
と
は
、
法
律
（
弁
護

士
）、
医
療
（
医
師
）、
教
育
（
大
学
教
員
）、

心
理
（
Ｓ
Ｃ
）、
福
祉
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
等
の
専
門

的
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
者
を
指
し
て
い

ま
す
（
括
弧
内
は
具
体
例
）。
ま
た
、「
第
三
者
」

と
は
、
職
能
団
体
か
ら
の
推
薦
等
を
受
け
た
、

当
該
い
じ
め
の
事
案
の
関
係
者
と
直
接
の
人
間

関
係
ま
た
は
特
別
の
利
害
関
係
を
有
し
な
い
者

を
指
し
て
い
ま
す
。

第
三
者
委
員
会
方
式
の
採
用
は
、
①
対
象
児

童
生
徒
が
自
死
ま
た
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
、
②

対
象
児
童
生
徒
と
関
係
児
童
生
徒
の
間
で
、
被

害
と
加
害
が
錯
綜
し
て
複
雑
化
し
て
い
る
、
③

学
校
と
関
係
す
る
児
童
生
徒
の
間
に
不
信
感
が

生
じ
て
い
る
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
（
22
頁
）。

⑷　

調
査
実
施
前
の
事
前
の
説
明

重
大
事
態
調
査
の
実
施
前
に
、
対
象
児
童
生

徒
・
保
護
者
へ
十
分
な
説
明
を
行
っ
て
、
同
意

を
得
て
納
得
し
て
も
ら
う
と
い
う
イ
ン
フ
ォ
ー

ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
25

頁
）。
事
前
説
明
は
、
次
の
よ
う
に
２
段
階
に

分
け
て
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

第
一
段
階
の
い
じ
め
重
大
事
態
が
発
生
し
た

直
後
の
説
明
項
目
と
し
て
、
①
重
大
事
態
の

別
・
根
拠
、
②
調
査
の
目
的
、
③
調
査
組
織
の

構
成
に
関
す
る
意
向
の
確
認
、
④
調
査
事
項
の

確
認
、
⑤
調
査
方
法
や
調
査
対
象
者
に
つ
い
て

の
確
認
、
⑥
窓
口
と
な
る
担
当
者
や
連
絡
先
の

説
明
・
紹
介
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
（
26
頁
）。

第
二
段
階
の
調
査
組
織
が
整
っ
た
段
階
で
の

説
明
項
目
と
し
て
、
①
調
査
の
根
拠
・
目
的
、

②
調
査
組
織
の
構
成
、③
調
査
時
期・期
間
（
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
定
期
報
告
）、
④
調
査
事
項
・

調
査
対
象
、
⑤
調
査
方
法
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
様
式
・
聴
き
取
り
の
方
法
・
手
順
）、
⑥
調

査
結
果
の
提
供
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
（
27
頁
）。

な
お
、
事
前
説
明
は
対
象
児
童
生
徒
・
保
護
者

だ
け
で
な
く
、
関
係
児
童
生
徒
・
保
護
者
に
も

必
要
で
す
（
30
頁
）。

国
か
ら
の
報
告
依
頼
と
助
言
の
活
用

最
後
に
、
２
０
２
３
年
４
月
１
日
よ
り
、
文

部
科
学
省
と
こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
各
学
校
ま
た

は
学
校
の
設
置
者
が
行
う
い
じ
め
重
大
事
態
調

査
に
つ
い
て
、
運
用
改
善
を
図
る
等
の
取
り
組

み
を
行
う
目
的
で
、
い
じ
め
重
大
事
態
の
発
生

に
関
す
る
報
告
、
い
じ
め
重
大
事
態
調
査
の
開

始
に
関
す
る
報
告
、
い
じ
め
重
大
事
態
調
査
報

告
書
の
提
出
へ
の
協
力
依
頼
を
し
て
い
ま
す

（https://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/shotou/seitoshi 

dou/1400142_00001.htm

）。

ま
た
、
重
大
事
態
を
経
験
し
て
い
な
い
公
立

学
校
、
国
立
・
私
立
大
学
附
属
学
校
、
私
立
学

校
で
は
、改
訂
版
を
事
前
に
学
習
し
て
い
て
も
、

現
実
場
面
で
は
苦
慮
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
た
と
え
ば
、
第
三
者
委
員
を
、
ど
の
よ
う

な
職
能
団
体
に
依
頼
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
に

２
０
２
３
年
に
新
設
さ
れ
た
「
い
じ
め
調
査
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
制
度
を
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ

い
（https://w

w
w

.cfa.go.jp/policies/ijim
e-boushi/

ijim
e-chousa

）。
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